
冬休み前集会の話     令和 5 年 12 月 22 日 
 

 朝、みんなと挨拶できるわずかな時間が先生にとって、授業のようなもので
す。どうしたらみんなが、自分らしい挨拶ができるようになるか考えて声を
かけたり手を振ったりするのが楽しいです。いつも素敵なあいさつをありが
とう。今日は、「よいお年を」の一言でさようならですね。 

 生徒会執行部と議員が中心になって行ったあいさつじゃんけんプロジェク
ト、シールがなくなってもボランティアの子が行ってくれている。しかも楽
しそうに。こんなにうれしいことはありません。 

 1 月からは生徒会のみなさんのおかげで、いよいよ靴と靴下が白でなくても
よくなりますね。問題意識をもち、考え決めて行動した【自律】の心でつか
み取った権利です。おめでとう︕ 大切にしてくださいね。 
 

 また、新しい制服を令和7年度に導入しようと思います。今の1年生の子は、
3 年生のときにポロシャツが使えるようになることでしょう。 

 今の２・3 年生はごめんなさい。後輩のために歴史を変えるために、一緒に
ひと肌脱いでください。そして迷わず今の制服に誇りをもってください。 
特に 2 年生、君たちは全員が今の制服を最後に来て卒業する子たちですから。 

 一人一人を尊重にし、個性を生かす時代 
➡ 竜神中は半世紀 50 年の歴史があります。みんなのアイデアで、あと 50

年 100 周年まで続く制服ができたらうれしいなと思います。 
（例）ポロシャツを導入したとしたら、夏にシャツをインする︖  

暑くなるからインしたくないかな。なら冬は︖…後輩のために一緒  
に考えていこう。 

➡ 竜神らしさをどう表現するか︖   
（例）緑がよい ⇔ 緑はいや  

 二項対立 「あちら立てればこちらが立たず」 
➡ △対立でなく ○対話で新しい価値を生み出そう。 
➡ 今を見つめながら、遠目・大き目に先を予見することを意識しよう。 

 ポイントは、後期の全校集会で話した、見せた、隕石やキングギドラに挑む
気持ちになること。同じ学校にいる生徒は良きライバル。目標や夢はもっと
大きくて先にあるから、力を合わせる。 



 
 
 この一年、コロナ明け、自ら動くことで一歩も二歩も前進した皆さんに、少

し早いですが、クリスマスプレゼントとして、今日は「音のミニ実験ショー」
をします。オンラインなのでうまく聞こえないかも知れませんが、残りの時
間、お楽しみください。 
（サンタの帽子をかぶる。） 

 ショーはみんなと一緒につくるものです。素直な反応をお願いします。おも
しろいときは笑って、いいなと思ったときは拍手を届けてください。 

 それでは、拍手の練習をしましょう。今日は実験助手がいます。「カエルの
北川先生です。」（カエルの帽子をかぶった北川先生拍登場、拍手） 

 ありがとう︕ では始めましょう。 
 最初はダイソーのバケツで作ったチャイム。  

 
音のミニ実験ショー 

ウォルト・ディズニーの心 
ピノキオ 「星に願いを」 

 
 ディズニー100 周年。創始者のウォルト・ディズニーさんは次の名言を残し

ています。 
「与えることは最高の喜びなのだ。他人に喜びを運ぶ人は、

それによって自分自身の喜びと満足を得る。」  
 自ら進んで、人のために、ボランティアの心、自律・・貢献の心を大切にし

てください。 
 星に願いを・・・ 
 一年生は先輩になる準備を 
 二年生は立志に向けて、心を定める準備を 
 三年生は自分の道を決める準備を 
 豊かな冬休みになることを願っています。 

 
 命は一つ、命を大切に。人生は一度きり、今、ここを大切に。 
 心ふるえる、ふるわせる時間を重ねて、一流人になろう。 


